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不思議―大阪の生き物 その１

　秋になると多くの樹木の葉が赤や黄色に紅葉します。木は葉を落とすときに葉緑素を分解
して取りこみます。すると、葉に残っている黄色い色素カロテノイドが目立ち黄色く色づき
ます。そして、赤い色素であるアントシアニンが合成されると鮮やかな赤色になります。最
近、木がなぜ紅葉するのか、いろいろな見方で研究が行なわれています。例えば次のような
説があります。(1)赤い色素は、紫外線をさえぎり活性酸素の発生を抑える。(2)アブラムシ
などの木を加害する昆虫は、秋に木へと移住します。このとき、木は毒成分をもっているこ
とを虫に警告するために、赤く色づく。(3)秋に果実をつける木では、果実を目立たせて鳥を
誘引、種子をうまく運んでもらう。現在、多くの研究者がどの説が正しいのか議論を戦わせ
ているところです。研究所では、紅葉が緑化害虫の防除に活用できないか研究しています。

紅葉するヤマモミジとアブラムシ
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